
藤  伸一 議員

国民健康保険事業について

中嶋 廣東 議員

庁舎問題について

田上 孝樹 議員

新教育委員会制度について

新丼 高雄 議員

市庁舎 について

中村 春夫 議員

市内産廃場の現状について

出水 貴之 議員
公共施設の経費削減について

田中 義幸 議員

入札改革について        10P

廣方  悟 議員

農林業の振興について      HP

中嶋 時夫 議員
主権者教育の取 り組みについて  12P

9P

10P

9P

1lP

12P
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本市のデータヘルス計画の

推進は

現在策定中であり、
今年度中に完成する

問

盤
曰

質
　
健
康

・
医
療
戦
略

に

お
い
て
、
国
が
全
て
の
健

康
保
険
組
合

に
対
し
、
レ

セ
プ

ト
等

の
デ
ー
タ

分

析
、
そ
れ
に
基
づ
く
事
業

計
画
と
し
て
、
デ
ー
タ

ヘ

ル
ス
計
画
の
策
定
の
指
針

が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
の
取
組
み
は
。

松

岡
市
民
課
長

現
在
、

策
定
中
で
あ
り
、
本
年
度

中
に
は
完
成
さ
せ
る
。

質
　
計
画
を
実
施
し
た
後

の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。

市
民
課
長
　
従
来
は
困
難

で
あ

っ
た
健
診
や
医
療
、

介
護
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

分
析
が
可
能
と
な
り
、
被

保
険
者
の
健
康
づ
く
り
や

生
活
の
質
の
維
持
は
も
と

よ
り
、
医
療
費

の
増
大
に

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

質

計

画

の
実

施

の
中

で
、
ジ

ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬

品
の
使
用
促
進
の
項
目
が

あ
る
が
、
促
進
の
取
組
み

は
。

市
民
課
長
　
現
在
、
ジ

ェ

ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
の
切
り

替
え

に
よ
り
、
ｌ
ヶ
月
約

４５
万
円
程
度
の
効
果
額
が

あ
り
、
今
後
も
、
勧
奨
通

知

や
啓
発

を
行

っ
て

い

″く、。
質
　
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画

を
基
に
、
日
標

の
設
定
や

効
果
の
検
証
を
行

い
、
国

保
財
政
に
お
け
る
医
療
費

の
削
減
や
、
医
療
費
適
正

化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
に
な

っ
て

く
る
と
考
え
る
が
。

赤
間
市
長
　
嘉
麻
市
全
体

で
、
健
康
づ
く
り
の
体
制

を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計

画
を
機

に
保
健
事
業
を
重

点
に
進
め
て
い
く
。

他

に
選
挙

に
お
け
る
投

票
率

の
向
上
、

マ
イ
ナ

ン

バ
ー
制
度

に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

国民健康保険事業について公共施設の経費肖J減について

盤

問 LED導 入によつて
省エネできないか

出来るものから導入に
ついて検討していきたい

質
　
公
共
施
設
の
維
持
管

理
経
費
と
し
て
か
か

っ
て

い
る
光

熱

費

を
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
導

入

に
よ

っ
て
削
減

し
、
省

エ
ネ

に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
な

い
か
。
公

共
施
設
全
体
の
電
気
代
約

２
億

５
０

０

０
万

円
を

１０
％
削
減
で
き
た
と
す
れ

ば
２
５
０
０
万
円
の
削
減

効
果
が
図
ら
れ
る
。

伊
藤
総
務
課
長
　
省

エ
ネ

に
関
す
る
施
設
ご
と
の
具

体
的
な
取
り
組
み
状
況
は

現
在
把
握
し
て
い
な

い
。

初
期
投
資
と
導
入
効
果
を

十
分
検
討
し
て
、
出
来
る

も
の
か
ら
導
入
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

経
費
の

見
え
る
化
に
つ
い
て

質
　
公
共
施
設
の
維
持
管

理
経
費

（光
熱
水
費
、
稼

働
率
、
人
件
費
、
修
繕
費
、

減
価
償
却
費
）
な
ど
を
、

市
民
の
誰
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
な
分
か
り
や
す
い
資

料

に
ま
と
め
る
こ
と

で
、

見
え
る
化
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
各
公
共
施
設

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
所
管
課
で
管
理
し
コ
ス

ト
に
つ
い
て
把
握
し
て
い

る
が
、
取
り
ま
と
め
て
市

民
に
公
表
す
る
と
い
っ
た

取
り
組
み
は
行

っ
て
い
な

い
。
関
係
課
と
協
議
を
行

い
、
光
熱
水
費
、
修
繕
料
、

管
理
委
託
料
等
で
、
で
き

る
も
の
か
ら
見
え
る
化
に

つ
い
て
は
取
り
組
ん
で
い

き
た

い
と
考
え

て
い
る
。

今
後
、
公
会
計
制
度

の
導

入
に
伴

い
、
施
設

ご
と
の

コ
ス
ト
な
ど
の
現
状
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
詳
細
な
分

析
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

Ｚ

一

。

観
光
資
源
の

活
用
に
つ
い
て

質
　
幹
線
道
路

に
、
市
内

の
観
光
名
所
や
登
山
ロ
ヘ

の
誘
導
案
内
板
が
ほ
と
ん

ど
な

い
。
わ
か
り
や
す

い

標
識
や
案
内
板
は
、
市
外

か
ら
の
来
訪
者
だ
け
で
は

な
く
、
市
民
に
と

っ
て
も

嘉
麻
市
を
知
り
郷
土
愛
を

養
う
た
め
に
有
効
だ
と
思

う
。
今
後
、
看
板
設
置
は

考
え
て
い
る
か
。

秋
山
産
業
振
興
課
長
　
合

併
後
、
観
光
に
特
化
し
た

誘
導
案
内
板
は
設
置
し
て

い
な

い
。
市
内

の
サ
イ
ン

を
含
む
案
内
板
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
所
管
課
で
あ

る
企
画
調
整
課
と
関
係
各

課
で
協
議
を
し
て
い
き
た

い
。他

に
嘉
麻
市

の
観
光
ビ

ジ

ヨ
ン

に
つ
い

て
質
問

し
ま

し

た

。
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住民投票を実施すべき
である

住民投票は想定していない

問

盤
曰

質
　
市
長
は
庁
舎
を
建
設

し
て
一
本
化
す
る
と
職
員

数
が
現
在
の
４
２
０
名
程

度
か
ら
３
５
０
人
体
制
に

す
る
と
言
わ
れ
る
が
、
平
成

３９
年
度
の
人
口
予
測
で
は

３
万
３
千
人
に
な
る
。
当
然

職
員
数
は
３
５
０
人
を
下

回
る
の
で
は
な
い
か
。

赤
間
市
長
　
人
口
が
減
少

す
れ
ば
職
員
数
も
減
少
し

て
い
く
、
本
フ
後
市
民
に
対
し

て
正
確
な
情
報
を
伝
え
て

い
ノくヽ
。

質
　
庁
舎
建
設
と
庁
舎
建

設
予
定
地
の
ス
ポ
ー
ツ
プ

ラ
ザ
と
稲
築
地
区
公
民
館

の
建
設
は
何
の
関
係

が
あ

る
の
か
。
建
設
す
る
か
し
な

い
か
は
市
長
の
政
治
判
断

で
決
断
す
る
こ
と
で
は
な

い
か
。

市
長
　
優
先
順
位
も
考
え
、

市
の
全
体
的
な
計
画
、
財
政

状
況
を
勘
案
し
て
検
討
し

た
い
。

質
　
ス
ポ

ー

ツ
プ

ラ

ザ

・

稲
築
地
区
公
民
館
建
設
に

は
３５
億

円
程
度

か
か
る
の

で
は
な
い
か
。
庁
舎
基
本
計

画

の
骨

子
案

で
は
山

田

・

嘉
穂

・稲
築
の
庁
合
は
解
体
、

碓
井
庁
合
は
当
分
の
間
残

す
。
庁
舎
が
な
く
な
る
地
区

は
支
所
を
設
け
る
、
新
た
に

建
設
す
る
か
は
未
定
、
支
所

を
建
設
す
れ
ば
建
設
費
と

碓
井
庁
合
の
耐
震
経
費
が

新
た
な
経
費
と
し
て
出
て

く
る
。

市
長
　
議
員
か
ら
指
摘
を

受
け
た
件
に
つ
い
て
は
、
ク

リ
ア
し
て
い
く
た
め
に
色
々

な
手
法
も
考
え

て
い
き
た

い
。

質
　
ス
ポ

ー

ツ
プ

ラ
ザ

・

稲
築
地
区
公
民
館
建
設
の

財
源
は
合
併
特
例
債
以
外

に
財
源
は
な
い
。
市
民
に
わ

か
り
や
す
く
本
当
の
こ
と

を
説
明
し
な
い
と
不
信
感

を
与
え
る
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
は
で
き
な
い
。

市
長
　
議
員
の
意
見
の
と

お
り
、
財
政
状
況
等
々
を
踏

ま
え
検
討
し
た
い
。

質
　
住
民
投
票
を
す
れ
ば

議
会
と
民
主
主
義
を
否
定

す
る
こ
と
に
な
る
と
の
答

弁
を
さ
れ
て
い
る
。
庁
舎

の
位
置
の
条
例
が
可
決
さ

れ

て
以
降
、
浸
水
対
策
、

人
口
減
少
、
ス
ポ
ー
ツ
プ

ラ
ザ

・
稲
築
地
区
公
民
館

建
設
新
規
事
業
の
問
題
点

や
課
題
、
特
に
財
政
状
況

が
悪
化
し
て
い
く
。
市
民
ヘ

丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
状
況
が
変
わ

れ
ば
計
画
の
変
更
や
見
直

し
を
す
る
こ
と
は
民
主
主

義
を
否
定
す
る
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。

市
長

住
民
投
票
に
つ
い

て
は
現
状
想
定
し
て
い
な
い
。

他
に
農
業
基
盤
整
備
事

業
に
係
る
受
益

者
負
担
金
の
軽

減

に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

庁舎問題について入札改革について

1社だけの場合中止という
規定はできないか

1社でも競争性は
保たれている

問

盤
ロ

質
　
火
葬
場
建
設
工
事
１０

億
２
２
４
万
円
が
、
１
社

の
み

の
入
札

で
落

札

し

た
。
郵
便
入
札
で
あ
り
な

が
ら
、
予
定
価
格
対
比
が

９８

・
‐５
％
で
あ

つ
た
。
こ

の
方
法
は
、
入
札

に
応
じ

る
会
社
側
で
、
他

に
応
札

す
る
会
社
が
い
る
か
ど
う

か
分
か
る
の
か
。

石
坂
財
政
課
参
事
　
事
前

に
入
札

の
応
募
を
し
、
そ

の
中

で
何
社

か
入
札

す

′つ
。

質
　
応
札
す
る
会
社
が
い

る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い

と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
今

回
は
１０
億
を
超
え
る
仕
事

だ
。
普
通
だ
と
最
低
制
限

価
格
に
近

い
よ
う
な
入
札

に
な
る
は
ず
だ
。

財
政
課
参
事
　
資
材
費
や

人
件
費

の
高
騰
で
、
そ
う

な

っ
た
と
推
測

し

て

い

′一
。

質
　
入
札
が
１
社
だ
け
の

場
合
は
、
中
止
と

い
う
規

定
は
設
け
ら
れ
な
い
か
。

財
政
課
参
事
　
並肌
争
性

の

確
保

の
問
題

で
あ

る
が
、

入
札

公
告
を

行

っ
て

い

る
。
１
社
入
札
で
も
競
争

性
は
保
た
れ
て
い
る
。

質
　
市
民
は
お
か
し
い
と

感
じ
る
。
入
札
改
革
で
公

契
約
条
例
導
入
を
提
案
し

て
い
る
が
ど
う
な

っ
た
。

財
政
課
参
事
　
検
討
中
だ
。

設
計
変
更
に
つ
い
て

質
　
契
約

の
設
計
変
更
が

あ

っ
た
と
き
、
市
民
は
お

ろ
か
議
会
す
ら
分
か
ら
ず

に
金
額
の
変
更
が
行
わ
れ

て
い
る
。
国
交
省
で
は
受

注
者
と
発
注
者
の
ト
ラ
ブ

ル
防
止
、
品
質
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
契
約
変
更

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
各
自

治
体
で
整
備
す
る
よ
う
要

請
し
て
い
る
。

赤
間
市
長
　
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
検
討
す
る
。

審
議
会
の

女
性
割
合
に
つ
い
て

質

各
種
審
議
会
等

の
、

女
性
委
員
の
割
合
が
非
常

に
少
な
い
。
規
定
で
は
「男

女

い
ず
れ
か

一
方
の
委
員

の
数
は
１０
分
の
４
未
満
で

あ

っ
て
は
な
ら
な

い
も
の

と
し
」
と
あ
る
。
こ
れ
は

努

力

で
な

く
義
務

規
定

だ
。
行
政
区
長
を
通
じ
て

呼
び
か
け
る
と
か
、
も

っ

と

工

夫

し

啓

発

す

べ
き

だ
。

平
川
人
事
秘
書
課
長
　
団

体
推
薦
は
、
女
性
登
用
を

働

き

か
け

て

い
き

た

い
。

応

募

者

を

増

や

す

こ
と

は
、
男
女
共
同
参
画
推
進

室
と
連
携
し
て
取
組

み
た

い
。
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総合教育会議の
開催状況について

市長と情報共有ができ
迅速かつ適切な対応が
可能になる

問

　

答

質
　
地
方
教
育
行
政

の
組

織
及
び
運
営

に
関
す
る
法

律

の

一
部
を
改
正
す
る
法

律

が
、
平
成

２７
年

４
月

１

日

か
ら
施

行

さ
れ

た
。
主

な
改
正

の
内
容

に
つ
い
て

は
。

柴
田
学
校
教
育
課
長
　
①

教
育
行
政
の
責
任
体
制
の

明
確
化
②
総
合
教
育
会
議

の
設
置
③
教
育
委
員
会
の

チ

ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
④

国
の
肝
要
の
見
直
し
が
図

ら
れ
た
。

質
　
新
教
育
委
員
会
制
度

が
発
足
し
て
４
ヶ
月
が
経

過
し
た
時
点

で
の
文
科
省

の
調

査

で
は
、
総

合

教

育

会
議
を
開
催
し
た
自
治
体

が
全
体

の
８
割
だ
そ
う
だ

が
、
嘉

麻

市

で

の
開
催

状

況
に
つ
い
て
は
。

西
野
企
画
調
整
課
長
　
会

議

は
、
１

回

目

を

４
月
２‐

日

に
、
２

回

目

を

８

月
２０

日

に
開
催

し

て

い
る
。
内

容

と

し

て
は
、
第

３
次

嘉

麻
市
教
育

ア
ク

シ

ョ
ン
プ

ラ

ン

に

つ
い
て
、
鋳蟄

目
に

関
す

る
総
合
的
な
施
策

の

大

綱

等

に

つ
い
て
。
２
回

目

は
、
嘉

麻

市

総

合

教

育

設
置
要
綱
の

一
部
改
正
等

に
つ
い
て
を
議
題
と
し
て

協
議
を
し
た
。

質
　
こ
れ
ま
で
制
度
的
な

課
題

が
指
摘

さ
れ

て

い

た
。
そ
の
後
、
平
成
２３
年
に

お
き
た
大
津
市
中
学
校
の

い
じ
め
自
殺
事
件
な
ど
に

よ
り
、
責
任
体
制

や
迅
速

な
対
応

が
課
題

と
な

っ

て
、
抜
本
的
な
改
革
が
必

要
と
な

っ
た
と
聞
い
て
い

′つ
。

木
本
教
育
長
　
総
合
教
育

会
議

で
は
、
重
点
的
な
施

策
に
つ
い
て
協
議
調
整
す

る

こ
と
と
し
て
い
る
。
現

状
と
課
題

に
つ
い
て
も
、

市
長
と
情
報
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
、
迅
速
か

つ
適

切
に
対
応
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
。

特
殊
詐
欺
防
止

対
策
に
つ
い
て

質
　
福
岡
県
警
に
よ
る
と

ニ
セ
電
話
詐
欺
に
よ
る
被

害
額
が
前
年
の
約
２
倍
の

ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
い
る

が
、
被
害
防
止
対
策

の
強

化
が
必
要
で
は
。

松
隈
防
災
対
策
課
長
　
一局

齢
者
の
方

へ
の
ニ
セ
電
話

が
多

い
状
況

に
あ

る
。
対

応
と
し
て
、
被
害
情
報

の

提
供

や
注
意
喚
起
、
高
齢

者
を
見
守
る
方
た
ち
に
よ

る
声
か
け
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思

っ
て
い
る
。

他

に
、
市

バ
ス
の
運
営

に

つ
い
て

質
問

し
ま

し
た
。

新教育委員会制度について

農林業の振興をもつと
積極的にすべき

農林業の振興は
大変重要であり今後とも
積極的に推進する

問

　

答

質
　
嘉
麻
市
の
農
林
業
の

産
業
と
し
て
の
位
置
づ
け

と
公
益
的
役
割
は
。

秋
山
産
業
振
興
課
長
　
農

林
業
は
唯

一
の
基
幹
産
業

で
あ
り
、
食
料

の
安
定
供

給
、
水
資
源
の
涵
養
、
洪
水

防
止
、
自
然
環
境

の
保
全

な
ど
公
益
的
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

質
　
農
業
生
産
構
造
は
ど

う
な

っ
て
い
る
の
か
。

産

業

振

興

課

長

稲
、
麦

の
土
地
利
用
型
農
業
が
大

半
を
占
め
、
果
樹
、
畜
産
農

業

は
少

数

で
あ

り
、
土

地

利
用
型
農
業
が
中
心
で
あ

る
。
農
業
就
労
者

の
年
齢

は
６０
歳

以
上

が
全
体

の

７５
％
で
ヽ

３０
歳
未
満
が
４

・

５
％
と
な

っ
て
い
る
。
農

地

の
集
積
は
営
農
集
団

。

機
械
利
用
組
合
の
１８
団
体

で
‐４

・
６
％
を
カ
バ
ー
し
、

１０
ｈ

ａ
以
上
の
大
規
模
農

家
で
９

・
７
％
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
。

質
　
農
業
者
の
就
労
年
齢

は

一
段
と
高
齢
化
が
進
ん

で

い
る
。
小
規
模
経
営
農

家
が
主
力
で
あ
り
厳
し
い

現
状
で
あ
る
。
本フ
後
、
担

い

手
を
育
成
す
る

一
つ
の
鍵

が
集
落
農
業
で
あ
り
積
極

的
に
推
進
す
べ
き
。

産
業
振
興
課
長
　
集
落
農

業
を

積
極
的

に
推

進
す

２一
。

質
　
嘉
麻
市

の
森
林
面
積

は
市
の
総
面
積
の
６
割
を

占
め
、
本
材
生
産
は
外
材

の
輸

入

が
始

ま

っ
て
以

来
、
林
業
者
と
し

て
の
経

営
が
な
り
た
た
ず
森
林
組

合
な
ど
が
組
織
的
に
守

っ

て

い
る

の
が
現
状

で
あ

′つ
。他

方
、
森
林
は
地
球
温

暖
化
や
国
土
保
全
な
ど
多

く
の
公
益
的
機
能
を
有
し

て
い
る
。

林

業

対

策

に

つ

い
て

は
、
多
く

の
課
題
が
あ

る

が
、
特

に
森
林
施
業

の
核

と
な
る
道
路
網
整
備
を
積

極
的
に
進
め
る
べ
き
。

大
津
農
林
整
備
課
長
　
木

材
生
産
や
公
益
的
機
能
を

発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
道

路
網
の
整
備
が
必
要
だ
。

質
　
石
破
地
方
創
生
大
臣

は
、
「山
村
や
森
林
の
再
生

な
く
し
て
地
方
創
生
は
あ

り
え
な

い
」
と
言
わ
れ

て

い
る
。
農
林
業

の
振
興
は

地
方

創
生

の
視
点

か
ら

も
、
も

っ
と
積
極
的

に
推

進
す
べ
き
。

赤
間
市
長
　
基
幹
産
業
で

あ
る
農
林
業
の
振
興
は
大

変
重
要
で
あ
り
今
後
と
も

積
極
的
に
推
進
す
る
。

他

に
有
害
鳥
獣
対
策
、

６
次
産
業
化
に
つ
い
て
質

問
し
ま

し
た
。
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市庁舎について

3つの視点に立つて
取組むべきだ

稲築地区への建設を
決めている

問

盤
目

政
治
姿
勢

ム
安
保
関
連

法
案
」
に
つ
い
て

質
　
世
論
調
査
で
み
て
も

半
数

以
上

の
反
対

が
あ

り
、
当
市
議
会
も
意
見
書

を
議
決
し
た
安
保
関
連
法

案
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。

赤
間
市
長
　
国
会
で
審
議

さ
れ
て
い
る
の
で
コ
メ
ン

ト
は
差
し
控
え
る
。

産
業
廃
棄
物
処
分
場
問
題

に
つ
い
て

質
　
緑
豊
か
な
田
園
地
域

で
あ
り
住
民
生
活
を
支
え

る
水
を
生
み
出
す
熊
ヶ
畑

地
域

に
、
６
万
が
、
１
４

０
万
ポ
も

の
産
廃
場
は
、

望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
の

か
。

市
長
　
あ
ま
り
似

つ
か
わ

し
く
な
い
。

質
　
県
は
拡
張
許
可
を
出

し
た
。
こ
の
許
可
に
対
し
、

市
は
検
証
を
し
た
か
。
６

月
、
基
準
値

の
１

・
８
倍

も
の
汚
染
さ
れ
た
浸
透
水

が
出
た
。
市
か
ら
県
に
対

し
、
厳
重
に
監
督
す
る
よ

う
要
請
す
べ
き
だ
。

安
陪
環
境
課
長
　
検
証
は

し
た
が
市
の
意
見
は
控
え

る
。
水
道
水
源
も
あ

る

の

で
注

意

深

く

見

守

り

た

い
。

市
庁
舎
に
つ
い
て

質
　
①
４

つ
の
支
所
に
よ

り
合
併
後
の
９
年
間
、
市

民
に
便
利
か
不
便
か
の
検

証
②
ど
こ
に
住
ん
で
い
て

も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
③

住
民
合
意
の
３
点
の
視
点

に
立

っ
て
取
組
む
課
題
で

あ
る
。

３０
～
４０
億
円
も
か

け
て
稲
築
地
区

へ
の
新
庁

舎
建
設
は
、
他
地
域
で
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
置
い
て

き
ぼ
り
に
な
る
の
で
考
え

直
し
、
検
討
す
べ
き
だ
。

市
長
　
△
口
併
後
、
広
大

に

な

っ
た
が
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
低
下
は
徐
々
に
解
消
し

つ
つ
あ
る
。
反
対
の
市
民

の
声
も
あ
る
が
、
議
会

の

特
別
多
数
決
で
稲
築
地
区

へ
の
庁
舎
建
設
を
決
め
て

い
る
の
で
誠
実
に
進
め
て

い
ど
。ヽ

他
に
防
災
行
政
に
つ
い

て
、
福
祉
行
政
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

18歳以下の有権者教育や
政治教育は

国や県の動向を把握し、
適切な指導をしていく

問

笙
ロ

質

　
公
職
選
挙
法
が
公
布

さ
れ
１８
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
生
徒
や
若
者
が
選
挙

権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

子
ど
も
た
ち
の
有
権
者
教

育
、
さ
ら

に
は
政
治
教
育

の
問
題

に
つ
い
て
、
ど

の

よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
か
。

伊
東
学
校
教
育
課
参
事

国
や
県
の
動
向
を
し

っ
か

り
把
握

し
な
が
ら
、
適
切

な
指
導
が
教
育
現
場
で
実

施
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
て

い
き
た
い
。

要
望

「子
ど
も
た
ち

が

自
分
た
ち
の
ま
ち
の
未
来

を
自
分
た
ち
で
決
め
て
い

く
」
主
権
者
教
育
を
ぜ
ひ

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

公
共
施
設
の

見
直
し
に
つ
い
て

質
　
既
存

の
公
共
施
設
の

見
直

し
を
進
め
る
「嘉
麻

市
公
共
施
設
等
適
正
化
基

本
方
針
」
の
目
的
は
。

大
村
財
政
課
長
　
市
に
現

存
す
る
公
共
施
設
等
の
大

半
が
、

，し
」
数
年

で

一
斉

に
更
新
な
ど
の
時
期
を
迎

え
莫
大
な
財
政
支
出
が
予

想
さ
れ
る
。
こ
の
方
針

に

基
づ
き
、
一
時
期

に
集
中

し
て
発
生
す
る
費
用
負
担

を
平
準
化
さ
せ
、
次
世
代

へ
の
負
担
を
可
能
な
限
り

軽
減
す
る
こ
と
で
あ
る
。

質
　
こ
の
公
共
施
設
等

の

問
題

に

つ
い
て
は
、
市

の

財
政
を
著
し
く
圧
迫
す
る

こ
と
は
必
然
的

で
あ
り
、

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課

題

で
あ
る
。
〈
７
後

の
公
共

施
設
な
ど
の
適
正
化
や
庁

舎
配
置
な
ど
も
含
め
、
嘉

麻
市
の
発
展
の
た
め
に
は
、

地
域
性
を
考
慮
し
な
が
ら

の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で

は
な
い
か
。

赤
間
市
長
　
具
体
的
に
は
、

庁
舎
建
設
と
支
所
の
あ
り

方

の
イ
メ
ー
ジ

で
あ
り
、

将
来
に
わ
た
り
現
在
の
庁

舎
周
辺
部
を
有
機
的
に
連

携
し
活
性
化
さ
せ
る
。
市

民
が
安
心
で
安
全
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て

い
く
手
段
と
し
て
、
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
の
考
え

方
は
積
極
的
に
検
討
し
て

い
′
。ヽ

他

に
学
力
向
上
対
策
、

不
登
校
や
い
じ
め
の
問
題
、

小
中

一
貫
校

。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
教

育

の
必
要
性
、
道
徳

や
人

権
な
ど
教
育
全
般
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

主権者教育の取り組みについて
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協定書に基づいて現状を
把握すべき

今後は適切な情報収集、
適切な対応に努めて
行きたい

問

笙

質
　
熊
ヶ
畑
自
木
地
区
に

不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
廃

棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
。

秋

吉

総

合

調

整

監

現

在
、
県
と
今
後

の
処
理

に

つ
い
て
協
議
中
で
あ
る
。

質
　
百
々
谷
最
終
処
分
場

に
つ
い
て
は
。

総
合
調
整
監
　
隣
接
し
て

い
る
民
有
地
内
の
廃
棄
物

の
撤
去

に

つ
い
て
、
処
分

場
地
権
者
と
隣
接
地
所
有

者
と
の
間
で
協
議
が
続
行

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

２一
。

質
　
搬
入
超
過
と
な

っ
て

い
る
百
々
谷
中
間
処
分
場

に
つ
い
て
は
。

総
合
調
整
監
　
４
月
の
火

災
以
降
、
一
時
搬
出
が
で

き
な

い
状

況

で
あ

っ
た

が
、
現
在
は
鹿
児
島
方
面

へ
搬

出

が
な

さ
れ

て
お

り
、
△
フ
後
搬
出
先
を
増

や

す
予
定
が
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
地
元
住
民

の
要
望
で
あ
る
産
廃
場
か

ら
排
出
さ
れ
る
側
溝
の
水

質
検
査
を
県
が
実
施
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

質
　
熊

ヶ
畑
産
廃
場
に
つ

い
て
、
処
分
場
と
嘉
麻
市

所
有
地
と

の
境
界

に
つ
い

て
は
。

石
坂
財
政
課
参
事
　
隣
接

し
て
い
る
ミ

ニ
処
分
場

の

境

界
、
水

道

管

埋

設
地

の

件

も

含

め
、
現
在

業

者

と

の
間

で
協
議
を
行

っ
て
い

′つ
。

質
　
平
成
２６
年
度

の
産
廃

場

へ
の
搬
入
量
に
つ
い
て

ま
ｏ

総
合
調
整
監
　
県
保
健
所

か
ら
未
だ
報
告
が
来
て
い

な

い
の
で
わ
か
り
次
第
報

告
す
る
。

質
　
産
廃
場

へ
の
立
ち
入

り
調
査
は
い
つ
行

っ
た
の

カ総
合

調
整
監

本
年
度
、

立
入
調
査
は
行

っ
て
い
な

い
。

質
　
福
岡
県
環
境
指
導
課

が
６
月
３
日
に
実
施
し
た

水
質
検
査

に
よ
り
、
Ｂ
Ｏ

Ｄ
の
数
値
が
異
常
に
一局
い

と
し
て
、
産
廃
場

に
対
し

６
月
２６
日
付

け
で
「厳
重

注
意
書
」
を
出
し
、
現
在
搬

入
中
止

と
な

っ
て

い
る

が
、
そ

の
こ
と
を
知

っ
た

の
は
い
つ
か
。

安
陪
環
境
課
長
　
７
月
の

中
旬
に
報
告
を
受
け
た
。

質
　
そ
の
こ
と
を
知

っ
た

時
点

で
、
県

の
調
査
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
協
定
書

に
基
づ
い
て
嘉
麻
市
独
自

で
立
入
調
査
、
業
者

か
ら

の
聞
き
取
り
調
査
等
を
行

い
、
現
状
を
把
握
す

べ
き

で
は
な
い
か
。

総
合
調
整
監

〈フ
後
は
適

切
な
情
報
収
集
、
適
切
な

対

応

に

努

め

て

行

き

た

い
。

８
月
２‐
日

９
月
定
例
会

の
日
程
等

に
つ
い
て

９
月
１６
日

委
員
会
提
出
議
案
等

に

つ
い
て

９
月
８
日

第

２
次
行
政
改
革

に

つ

い
て
及
び
第

３
次
行
政

改
革

の
取
組

み
に

つ
い

て

９
月
８
日

庁
舎
施
設
整
備
等

に
関

す
る
進
捗
状
況

に
つ
い

て

６
月
３０
日

議
会
広
報
編
集
に

つ
い
て

７
月
１０
日

議
会
広
報
編
集
に

つ
い
て

７
月
１６
日

議
会
広
報
編
集

に

つ
い
て

７
月
２２
日

議
会
広
報
編
集

に

つ
い
て
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